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研究計画概要 

 

本研究の目的は、非行少年とその家族の関係性を修復する手法で

ある「家族合同ミーティング」に関する実践手引きを作成すること、およ

びこの手法の効果を検証することである。 

「家族合同ミーティング」の特徴は、非行少年とその家族の問題解

決の力を引き出し、過去をふり返る機会、現在を共有する機会、再犯

防止やよりよい家族関係の再構築の機会を提供する。この手法は、到

達すべき目標とそれを達成するための明確なプロセスを設定し、目標

設定と評価を繰り返し、限定された回数の中で問題の解決を目指す

短期アプローチである。 

これまで非行領域における「家族合同ミーティング」の手法を共有す

るためのツールが少なく、実証的な効果について検証が不十分であっ

た。そこでまず、実践手法の手引きの作成を行い、対象、活用場面、

理念、理論、具体的な活用方法を整理することに加えて、映像を通し

て実際の方法が理解できるようなツールの作成やワークシートの開発

を目指す。次に「家族合同ミーティング」の効果検証については、当事

者および専門職へのインタビュー調査やアンケート調査を通して実施

する。 

これらによって、非行少年と家族への効果的な支援方法の構築を

目指す。 

選考委員からの 

コメント 

触法児童や非行少年の再犯防止には、家族への介入が必要であ

る。本研究は、家族療法の理論に準拠した「家族合同ミーティング」の

実践を試みようとするものである。2 年後の予後の追跡をすることで、

効果検証を試みるものである。申請者は一貫して非行臨床を実践し研

究してきており、研究成果に期待が持てる。 

 


